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公立中学校におけるスピーキング・テストの運用について（授業実践発表）
川淵弘二（奈良市立三笠中学校）
1. はじめに　スピーキング･テストの実態
1.1　観点：表現の能力（話すこと・書くこと）の評価
「話す能力をみるには、実際に何か英語を話させてみなければならない」（根岸 1993）

「ライティング･テストだけで表現の評価をしたり、スピーキング･テストを年に１～２回しか行わない」（門松 2006）
1.2 本校の実態
３年生7クラス269名　　低学力者が多い　　小学校英語実施校は１小しかなく→影響はきわめて小　

クラス数が多いため、ALTの訪問回数は年１度程度しかない
　1.3　テスト･タスクの一覧表　（田中 2005）
	
	
	タ ス ク
	長    所
	短    所

	
	
	音読
	発音･強勢･抑揚を評価

多数の生徒が同条件でできる
	相互作用なし

実生活にない

	半直接
	テスト
	録音会話
	多数の生徒が同条件でできる
	相互作用なし　一方的

	
	
	一連の絵の描写
	初心者に適している

文法項目（時制など）に適す
	絵の解釈により結果が異なる　相互作用なし

	
	対生徒
	情報格差

ペアワーク
	相互作用あり、コミュニカティブ
創造的発話を引き出せる

即興の力を評価
	ペアの親密度や話す力に影響

	直接　テスト
	対教師
	インタビュー

(自由会話･統制会話)
	最もよく使われる
質問を標準化できる

評価者を訓練しやすい
	生徒は応答のみで一方的
言語機能に偏りあり

知識のテストという批判あり

	
	
	ロールプレイ
	実際的
相互作用･即席力を評価
	生徒が何を言うべきかとまどう
対話者と評価者が同じだと信頼性に欠ける


2. インタビュー・テスト
インタビュー・テストの課題
①　時間がかかる　大規模校で実施可能か　　→　やり方を工夫
②　残った生徒への指導　　　　　　　　　　→　課題を与える  or　普通に授業をする
③　自己表現力は測れるか　　　　　　　　　→　プラス・ワン・センテンス
④　即興性がない　　　　　　　　　　　　　→　アドリブ的要素

⑤　対話者と評価者の位置づけ　　　　　　　→　ALTを評価者として協力させる
⑥　タスクをいかに設定するか　　　　　　　→　長期的な指導計画に位置づける　行事との連携
3.  ALTの役割と1年間の活動内容（アウトプット活動に位置づけよう）
Input   　　    →        Intake   　    →      　  Output 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4. インタビュー・テストの実践（ビデオと資料）
4.1 Questions & Answers (1年 3学期3月学年末テスト後)
目標：1分間で英文の問に対していくつ答えられるか。答えた個数が評価対象（1年間の総復習）
手順：Q&A50を使い、ラインゲームで10分間ずつ6回練習　ALTとはこの時が初対面　　　 　　　　
当日：別室でテスト実施、残りの生徒はワークシートに取り組む　　　　　　　　　　　　　　 　　　
成果　＊　ALTとは初対面だったが、意欲的にテストを楽しんだ

　　　　　　　      （解答個数：最高　14～15問　最低　3～4問）
課題　＊　プラス・ワン・センテンスがないため、脈絡のない会話になっている。

· 学年の取り組みではない。実施生徒数約３分の１
4.2 ２年１学期の模索

＊　２年生では英文を読めない、読んだことのない生徒が多数：pilot→「ピロット」と読む生徒
教科書音読（2年　1学期2回）       →　できる生徒とできない生徒、やる気のある生徒とない生徒
　　Speech(校外学習)　　　　　　　　　　→　暗唱できる可能性　スモールステップがあればやれるかも
Lesson毎の班内暗唱大会など　　　　　→　指導目標と評価の生徒への提示が不十分であった
4.3 Work-Study (2年 2 - 3学期)

目標　  ＊　11月実施の職業体験と英語活動をつなげる（実体験＝自己表現）
　　　　＊　Essay Structureを意識して50語程度の原稿を書き、発表する　SpeechとQ&Aを同時に
· will, be going toの理解、過去形の定着、比較級・最上級の練習
· 自己表現の第1歩としてプラス・ワン・センテンスに取り組む

手順　①　ペア・ワーク、グループ・ワーク活動を授業の柱に　（班内発表：NETS Plan研究授業）
　　　②　教科通信 ”CLOSE TO YOU” 　目標と評価基準の公示　　　　　　　　　　　　　
      ③　定期テストに出題　予告問題（30語レベルの自由英作文：未来形）
4 テスト返しの日に書き直し（ペアワーク）→全員が３０語を書ききる。

5 冬休み宿題　3日間の体験日記（50語レベルの自由英作文：過去形）
6 Q&Aでは比較級、最上級に取り組む

　　　⑦　Interview Test with Kevin-sensei (ALT)　３学期１月～２月
＊　ビデオ評価：テスト実施と発音評価をALTに任せる
＊　評価規準（暗誦1分、発音l / r, f / v, th、Q&A ３問：プラス･ワン･センテンス含む）

それぞれの項目　A: 3点  B: 2点　C: 1点　5項目　計15点満点
8 文集作成（２～3月）
　　
成果　＊　自分自身の話題であるため、ALTへの情報伝達は実践的
　　　　　＊　まとまった量を書いたり話したりすることへの抵抗はなくなった。　

　　
課題　＊　カタカナ発音の矯正、新出文型（比較級、最上級）の定着が不十分
　　　　　＊　2クラス未実施→学年の評価にどう位置づけるか
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　テストの基本形ができる。次年度（３年生）に引き続いて実施
4.4 School Trip to Nagano (3年 1学期)

目標　　＊　5月実施の修学旅行と英語活動をつなげる　ALTはアウトプット活動の手助け
· 50語程度の原稿を作成　Show & Tell と Q&A
· will, be going to（事前学習）と過去形（事後学習）の定着と現在完了形（経験）の応答
· 現在完了形のQ&Aでは、自己表現のプラス・ワン・センテンスに取り組む
手順　①　ペア・ワーク、グループ・ワーク活動を授業の柱に
　　　②　教科通信 ”ENJOY ENGLISH” 　目標と評価基準の公示　　　　　　　　　　　　　
      ③　定期テストに出題　予告問題（30語レベルの自由英作文：過去形、道案内：新大宮～三笠）

④　テスト返しの日に書き直し（ペアワーク）→全員が３０語を書ききる：評価に利用

⑤　Q&Aでは現在完了形に取り組む

　　　⑥　Interview Test with Kevin-sensei (ALT)

＊　ビデオ評価：テスト実施と発音評価を任せる　（７月初め　期末テスト後）
＊　評価規準（暗誦1分、発音l / r, f / v, th、Q&A ３問：プラス･ワン･センテンス含む）

それぞれの項目　A: 3点  B: 2点　C: 1点　（５項目）　計15点満点

7 夏休み宿題　3日間の旅行記（100語レベルの自由英作文：過去形）

→文集作成　1･2年の兄弟学級にも配布

成果　＊　ペアで協力して原稿を仕上げることができた。　ペア・ワークの成果
　　　　　＊　会話を楽しむ生徒が増えた　→おみやげ　ギャグを盛り込む

　　
課題　＊　カタカナ発音の矯正、新出文型（現在完了形）の定着が不十分

　　　　　＊　Q&Aに対する練習時間が不十分　特にスローラーナー（前半の暗唱部分で手一杯）
4.5 Japanese Culture (3年 2学期)　　（北原・久保野　授業研究ビデオ版を参考に）
目標　　＊　日本文化に関する行事、ことがらをALTに紹介する

· キーワードを盛り込みながら３～４文程度の英文で説明　２分間で何枚答えられるか
· 名詞の後置修飾の練習につなげる　（テストは導入段階）
手順　①　ペア・ワーク、グループ・ワーク活動でキーワードの確認と練習
　　　②　レギュラー・カード１４枚（授業内で練習）　アドリブ・カード５枚（当日提示）
　　　②　教科通信 ”ENJOY ENGLISH” 　目標と評価基準の公示　　　　　
      ③　定期テストに出題　予告問題（自己選択の自由英作文：20～30語２題）

④　テストにおけるALTのQ&Aは発話をうながす手助け
　　　⑤　Interview Test with Kevin-sensei (ALT)　　　　　　　　　　　　　　
＊　ビデオ評価：テスト実施を任せる

＊　評価規準　レギュラー・カード１４枚－１枚４点、アドリブカード５枚－１枚６点　

　　途中で終わった場合は１文につき１点換算
　　
成果　＊　原稿を自力で考える生徒が増えた　生徒の独り立ち
　　　　　＊　ペアでの練習を楽しく意欲的に取り組む

　　　　　＊　名詞の後置修飾への指導にむりなく結びつけることができた　２文をつなげる
　　　　　　　It is a kind of kimono.  We wear in the summer night festival.　

→It is a kind of kimono that we wear in the summer night festival. 
課題　＊　名詞の後置修飾学習後にもう一度実施すべきであった。　ALTなしでも実施可能
　　　　　＊　スローラーナーには全く答えられない生徒がいた　練習不足　取りだし指導の必要性

　　　　　＊　評価方法は適切だったか　　　アドリブカードをもっと増やすべき
５　指導の実際（ペア・ワークを中心に）：ビデオ視聴
６　成果と課題
6.1 成果
1 ALTの役割を明確化できた　　　　ALTも評価に参加してもらうことでやる気がでる。
2 学校行事をからめた指導計画を立てることができた　　
自己表現のイベントを企画　with教科書のねらいと進度

　　　　　文集作成という目標　なかまの作文を読むことで書く事への意識が高まる
3 指導と評価の一体化
　例）発音　l / r, f / v, th　　Q&Aの評価　A / B / C　　努力目標が明確化した
3 ペア・ワークなどの話す活動に生徒が意欲的になる　（テストの波及効果）
モチベーションを高められた　声を出せない生徒が参加する
4 自己表現への抵抗が少なくなった　　
文型練習はドリル練習だけでなく、自己表現をさせてこそ定着する（実生活と結びつける）
6.2 課題と今後の展望
1 新出文型の定着には時間がかかる　
テストで恥をかいたと思わせないようもっと練習をさせる工夫　特にスローラーナーにできたという達成感を与えられるよう練習回数を増やすよう工夫する
2 スピーキング・テストはもっと回数を増やす。（目標文型の定着）
定期テストにあわせて毎学期2度が理想では。　複数いるJTEどうしで運営することも可能
3 生徒へのフィード・バックができなかった。
カード提示のみ　→　ビデオを見せてコメントを与える
4 生徒同士のインタラクションまで高めることができなかった。

　　　　例　ディスカッション　　インタビュー・テストの限界か？
　　　　→スピーチ活動と英語によるQ&A　 

5 「話す力」をどの程度高めることができたかについての統計的検証はできていない

　　　　　何をどう計るのか　　基準は？
　　　　　→絵を見て制限時間内で表現するStory Tellingなどの手法も有効

　　　　　　（何文話したかをカウントするなどの評価）

　　　　　→同じ生徒を縦断的に追いながら、作文力と話す力の伸びを計ることもできるのではないか
　　　　　　（どんな力がついていっているのかを見ることができる）
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＜練習段階＞


音読練習


Read & look-up


Shadowing etc.


Pattern Practice


(Talk & Talk)





＜自己表現の発表＞


Pattern Practice（自己表現）


Interview Test


Speech　(Group, individual)


Journal  (自主学習ﾉｰﾄ､文集)


定期テスト（テーマ英作文）





＜理解段階＞


Model reading


Self-introduction


Quiz, TPR  etc.


Journal reading
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